
1

　内閣府では、平成 26 年４月より「地区

防災計画」制度を開始し、平成 28 年度ま

での３年度に渡りモデル事業を実施し、

計 44 地区に対しワークショップの開催や

専門のアドバイザーを派遣し、策定への

アドバイス等の策定支援を行ってきまし

た。

　阪神・淡路大震災の際、約８割が自力

ではなく共助により救出されているとい

う研究結果があります。阪神・淡路大震

災や東日本大震災の経験に基づく教訓を

踏まえわかったことは、地域の防災力を

向上させるためには、住民が自ら居住地

域や近隣間で災害時の「共通ルール」を

事前に共有しておくことが必要です。地

区防災計画は、計画策定までのプロセス

を通じて、住民が自らの意思で居住地域

の災害リスクを把握し、計画策定に取り

組むことになるため「救助される」意識

から、「自分の命は自分で守る」「救助する」

という能動的な意識変革が図られます。

災害が発生した時に、地区防災計画を参
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た。

　結果として、親子連れを中心とした近

隣住民や小学生、外国人等を参加させる

ことに成功しました。宝探しを行うコー

スは広瀬川（災害リスク）沿いの側道や

避難場所や避難所を通過するように設定

しました。平常時に避難場所や避難所を

わざわざ見に行く者はいないでしょう。

これらの場所については、「地図上に記載

されていることは知っている」という方

がほとんどだと思います。しかし、こう

いった仕掛けにより、災害が発生する可

能性がある危険地区や避難すべき場所を

直接「自分の目」で把握することが出来

ます。また、今回、片平地区のアイデア

により、地域の災害歴史についても学習

できるよう配慮しました。地域防災リー

ダー等を地元のガイドとし、宝探しの班

の１グループに１名以上随行させること

としたのです。

　当該イベント終了後、参加者に対しア

照しながら避難行動や減災活動を行うこ

とは実質困難です。よって、地区防災計

画を策定する意義は、計画に基づく「共

通ルール」を地域住民が肌感覚で記憶す

るための行為、即ち計画に基づいた訓練

を平常時に頻繁に行うこと等であり、こ

れにより、各地区による自主防災活動が

災害時に有効に機能することになります。

　これまでのモデル事業により、44 地区

のうち 23 地区が地区防災計画（素案）を

策定し、うち、３地区の計画については

市町村地域防災計画の改訂に至っていま

す。

　内閣府の平成 28 年度のモデル事業では

７地区を選定し、被災直後の熊本におけ

る学校区を中核としたもの等、地域課題

別による様々なケースについて取組が行

われました。そのうちの一つ、「片平地区」

においては、ある実験的なイベントを実

施することとしました。観光地の周辺地

区の地域振興策としての検証です。通常、

災害に関連したイベントや取組となると、

防災に関心がない者の参加をあまり望め

ないのが現状です。よって「観光」×「防

災」といったマッチング（切り口）によ

り、関心が薄い人々への参加を増やす契

機になるか否か検証を行うこととしまし

た。「楽しい」気持ちで「身近な街」を「ま

ち歩き」しながら、抵抗感なく、「災害に

ついて考えてもらう」ものとして、「宝探

しゲーム」イベントの開催を決定しまし

た。その企画意図から、防災関連のイベ

ントであることを一切伏せて募集を行い、

平成 28 年３月５日（日）に開催されまし
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ンケートを行ったところ、参加者の感想

として、「とても楽しい」が約 74％、「楽

しい」が 26％という興味深い好データが

得られました。「地域の避難施設や避難

場所の意味を把握できた」と回答した者

も多く、若年層や女性層の参加向上のた

めの動機付けとして、大変有効な施策の

一つであるとの検証結果が得られました。

防災・減災のためだけではなく、観光や

街づくり対策としても有効である可能性

があります。

　こうした楽しい契機作りを地区の中で

話し合って考案し、住民が自分毎（じぶ

んごと）として地域を把握し、楽しく活

動していくことで地区防災計画策定の動

きへと具体的につながっていくことを期

待しています。

　近くに住む住民同士が集まって、先ず

は自分が抱いている災害への不安を共有

してみましょう。そして、その不安を解

消するために自分達の手で何が出来るか

話し合い、その解決方法について考えて

みる。「避難場所はどこか。」→「そこに

到達するまでのルートはどうか。」→「到

達するまでに危険箇所はないか。」→「全

くわからないから地元の行政に聞いてみ

よう。」→「これらの情報を共有するには

どうやって皆に伝えれば良いのか。」→「そ

ういえば、家族と集合する場所を決めて

いない。」等々、こうしてみると様々な不

安や課題が次から次へと出てきます。

　その不安や課題から目をそらさずに、

一つひとつを皆で考えていくことが「地

区防災計画」策定の始まりであり、また

その目的となります。「○○計画」という

と何やら大変堅い印象を受けますが、ど

うしたら自分と家族を守れるか考えるこ

と、そして少しでも周囲の人々も助けら

れないかという思いやりがその中核にあ

ります。それが「共助」へつながります。

　その際重要なことは、ただ自分一人が

空想的に計画を立てれば良いというもの

ではありません。周囲の人々の協力及び

同意が必要です。地域住民で協力し合う

行動がいざというときに役に立ちます。

最初は、計画に賛同してくれるご近所の

間柄の範囲で構いません。賛同者で避難

場所までの避難訓練を実施し、その実行

性を確認してみると良いでしょう。週末

にカセットコンロや備蓄食を持ちより楽

しく避難場所等（※）でキャンプしてみる。

週末レジャーとして楽しむことで、いざ

という時の心構えの共有が簡単に出来ま

す。

　内閣府としても、今後も本制度につい

て周知徹底を図るべく、引き続き普及啓

発に努めることとしています。今後は、

これまでの内閣府モデル事業の事例を参

考に、各地区が自ら自発的に計画着手す

ることが望まれます。

　これまでの各地区の活動（取組の詳細）

は内閣府のホームページ（防災情報のペー

ジ「みんなでつくる地区防災計画」）でご

紹介しておりますので、是非一度ご覧く

ださい。

http://www.bousai.go.jp/kyoiku/

chikubousai/
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（※）場所によっては煮炊き等を禁止している場合が

ありますので、事前に各自治体にご確認ください。

地区防災計画を策定するには
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